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サル骨格筋から細径線維･(A∂.C線維)で伝
えられ●る受容器の性Hl)

代沢 孝朗 (名大 ･医)

サルでは無髄神経で伝えられる皮TrYからの受容符のう

ち.械枕的,烈,化･学的刺激のいずれにも応ずる未分化

と考えられる poIymodaln∝iceptorの占める割合はネ

コにくらべ新しく大である (Kumazawa& Pert).サル

の深部受不訳詩ではこの傾向は更に破くなる可館性が考え
られるのでこの受容符の性質を更に詳しく調づた.

アカゲザル7ilViを用い,ネムプクール麻酔下ガラミソ

非動化人工呼吸下で,内側購腹筋からの求心神経単一ユ

ニット放花記録により,C線維およびA-∂線維で伝え

られる受容器の性質を観察したo刺故としては,械枕的

刺臥 位告的熱刺激を含む温度刺放,NaCl,Na-citmtc,

bradykinin,acetylcholine,histamine,Xylol等の桁綾な

腰弱動脈の校か ら動江,および受容野局所投与を用い

た ｡

肪安両で見出された受容野の大部分は一点であるが径

5mm以内に2-3ケ点状分布するものもあった｡熱刺

激に対して36oCという比校的低い限度から応ずるユニッ

トもあったが,大部分は45●cTJll彼に間柄なもつ｡くり返

し烈利己削こより.約700/Oの3･ニットは,閥肌の代下,皮
応イムJtルス数の和犬という':scnsitiz.ltionの現象を77:･し

た｡熱刺激に反応し,25■C以下の冷刺放な訳みた6ケの

ユニ･yトのうち,1例で放皮の冷反応が認められた｡

熱刺激に応ずる3･ニットの全ては,1,または校数の化

学的刺激に反応した.NaClはその大円扮 のユニットの

興懲なおこしたが,NnClに応じなくて Xylolのみに応

じたユニットとか,histtlminc,acetylcholine,NLl-Citrate

に応じたユニットも見出され,化学的刺激の或る特定の

組合せがこの硬の受容綿の全てに非特異的に反応をおこ

すという現象は認められなかった｡くり返し化学的刺激

を加えると, 自充放電の増加とか, また tachiphylaxis

の現政も認められ,化学的刺政に対してもこの受容召活の

反応の定常性は低いと思われる｡

サル大脳基底核における GABA 作働性線維 ･

の相互逆相について2)

金沢 一郎 (東大 ･医)

目 的

サル尾状核を攻城したのも.大鵬2,I;比汀r;･核のGABA淡
皮を測定し,尾状核からの泣心性線脚こGAⅠ3̂ 作物性

締結が含まれていることを確認することな口約とする｡

方 法

サルはアカゲザル6匹を用い,脳定位固定班陀により

片側性に尾状核に単芯針電極を挿し,5mA,30sccfrl一流

を通電することをくり返し,尾状核頭部を完全に政放し

た｡サルは術後7日日に脳を割出し,ドライアイスにて

抹紡した｡大型氷結ミクロトームにてこの脳を前節断で

500Ilm の迎統切片とした. ここで実際の病鎚がTB状核

訊円;のみを完全に破城するものであった1例を選び,班

紡yJJトを伏弧節 (-20●C～-25°C)内に入れ,淡芥札
取扱.I.).tTIなど口約とする部分をくりぬき,手早くm琉
な測定した｡机仇は 0.1N-HCIFl)でホモジナイズし,

Ĝ BAな州 lル TIirscll&Robins法にて彬黙約にGABA

爪を測定した｡

結 果

脳各m;位の GAn̂ 淡庇を,他州と=Tl1LPf側で比校する

と,大脳比Bi7,枚乱 .1.7iTf外側1/3でほとんど弟がみられ

なかったが,挟耶球外相では11.901nM,7･09mM と手術

例で40C/Oの減少,淡邪球IJl灯では11.25mM.7.33mM と

350/Oの減少をみた｡又,,I.P旧中央部l/3では,9.23mM,5･3

5mM で420/aĜ 11̂ の減少,烈質lJ.]側1/3では8.99mM,

3.72mM と,590/Oの串.ミ少なみた｡すなわち,挟蒼球岡節

及び黒質内側寄り%では350/o以上の GABA の械少が認

められた｡

結 論

尾状核頭部のみの限m性破班により,｣二記の結果なえ

たことはTi状核から淡邪球,爪質へ到る線維に,GABA
作蜘性緑経がやまれていることを示唆している. さら

に,Fi状核97i招;から照<質へ到る線維は黒質の内側に主

に終るとされているこれまでの形態学的知見を考慮する

と,尾状核一淡蒼球,尾状核一県質の線維そのものが,

GABA作働性線維である可能性もある｡

1)水村和枝 (名大･医)との共同研究｡この研究の括
米は約51田口木生理学会大会において訳題 ｢筋から
即行緑緋A-杏,C線維で伝えられる受容許の性質に
ついて｣の一部として発表した0

- 41-

2)この結果は日本神経学会総会 (49年5月)および卯

6回国際脳定位固定手術学会シソポジウム (481r110
月,東京) にて同じ題 目で苑表した.なお,現在

ConfinianetlrOlogic.1(Symposium issue)に牧村ル ,

印刷巾｡


